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龍ヶ崎市北部の北竜台◎龍ケ同地域ではタ　竜ヶ崎ニュータウンの

建設が，都市基盤整備公団により進められております。ニュータウ

ンの建設は，首都圏の急速な開発に伴って高まりをみせる，住宅需

要に応えようとするものでありますがタ　その予定地内に長峰古墳群

及び屋代B遺跡が所有しております。

財団法人茨城県教育財団はタ　住宅◎都市整備公団と委託契約を結

び，平成8年4月から6月までの3か月間に長峰古墳群夕　平成9年

7月の1か月間に屋代迅遺跡の発掘調査を実施してまいりました。

本書は，長峰古墳群及び屋代B遺跡の調査成果を収録したもので

あります。本書が，研究の資料としてはもとより，郷土史の理解を

深めると共に，教育，文化の向上の一助として広く活用されること

を希望いたします。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたりヲ　委託者である都市基

盤整備公団茨城地域支社から賜りました多大なる御協力に対し，心

から感謝申し上げます。

また，茨城県教育委員会，龍ヶ崎市教育委員会をはじめ，関係各

機関及び関係各位から御指導，御協力を賜りましたことに，衷心よ

り感謝の意を表します。

平成12年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長斎　藤　佳　郎



例 田

1本書は，住宅・都市整備公団の委託により財団法人茨城県教育財団が平成8年度に発掘調査を実施した，

龍ヶ崎市長峰町642番地ほかに所在する長峰古墳群，平成9年度に発掘調査を実施した，龍ヶ崎市八代町ニ

ッ堂2460番地に所在する屋代B遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下の通りである。

調　　査　平成8年4月1日～平成8年6月30日　長峰古墳群

平成9年7月1日～平成9年7月31日　屋代B遺跡

整　　理　平成11年8月1日～平成11年10月31日

3　長峰古墳群の発掘調査は，平成8年4月1日から平成8年6月30日まで調査第1課長沼田文夫の指揮のも

と，調査第1班長萩野谷悟，主任調査員仙波亨，主任調査員川又清明が担当し，屋代B遺跡の発掘調査は平

成9年7月1日から平成9年7月31日まで調査第1課長沼田文夫の指揮のもと調査第1班長横堀孝徳，首席

調査員吉澤義一，主任調査員菱沼良幸が担当した。

4　当遺跡の整理及び執筆・編集は，整理課長川井正一の指揮のもと，主任調査員菱沼良幸が平成11年8月1

日から平成11年10月31日まで担当した。

5　発掘調査及び整理に際し，御指導，御協力を賜った関係機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表し

ます。



凡 例

1調査区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系を原点とし，長峰古墳群はⅩ軸（南北）－9，040m，Y軸（東

西）＋35，920m，屋代B遺跡はⅩ軸（南北）－8，720m，Y軸（東西）＋33，880mの交点を基準点とした。な

お，前回までの屋代B遺跡の基準点は（南北）－8，740m，（東西）＋33，900mであったが，今回の基準点は，

（南北）南に20m，（東西）西に20m移して設定し直した。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m方眼で区画設定した。さらに，この太調査区を東西，南

北に各々10等分し，4m方眼の小調査区を設定した。

太調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3

…とし，その組み合わせで「Al区」，「Bl区」のように呼称した。小調査区も同様に，北から南へa，b，

C…j，西から東へ1，2，3…0とし，名称は太調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2bl区」のように呼

称した。

2　遺構，遺物，士層に使用した記号は，以下のとおりである。

遺構　　　古墳－TM　　堀－SD　　土坑－SK

遺物　　　土器－P　　　石製品－Q　　土製品－DP　　金属製品－M　　拓本土器－TP

土層　　　撹乱－K

3　遺構，遺物の実測図中の表示は，以下のとおりである。

＝繊維上器

○士製品

4　長峰古墳群の遺構番号は長峰遺跡からの続きとし，古墳は第37号から，塚は第3号から，堀は第37号から，

士坑は第186号から付した。屋代B遺跡の遺構番号は，前回の調査において確認された第3e4号土塁はこ

れを使用し，堀は第23号から，土坑は第1292号から付した。

5　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠e竹原秀雄編著日本色研事業株式会

社）を使用した。

6　遺構，遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺跡全体図は縮尺500分の1とし，各遺構の実測図は60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては個

個にスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は，長軸方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度

で示した。（例　N－100－E，N－100－W）なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C一底径　D一高台径（脚部径）E－高台高（脚部高）

とし，単位はcmである。なお，現存値は（）を，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を

記した。
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第日図　長峰古墳群調査区設定図
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第2図　屋代B遺跡調査区設定図
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長 峰古墳 群

古　 墳 古墳時代 古墳周溝　　 1 基
土師器 （壷），円筒埴輪，

朝顔形円筒埴輪

古墳の周溝及び
城館跡 中　　 世

塚　　　　　 1 基

掘　　　　　　 2 条

土師質土器 （皿，内耳鍋）

陶器 （壷，嚢），石製品

［室生 ＿＿＿＿＿‖埜 ＿＿
中世の城郭跡。

ヨヨ

その他 縄文土器片，弥生土器片，

土師器 （杯，壷，棄），土師

質土器 （皿，嚢），石製品

i屋代 B 遺跡

城館跡 i

その他

土塁　　　　　 2基 土師質土器 （皿，捨鉢，内
j

中　　 世 堀　　　　　　 2 条 耳鍋）陶器 （婆），石製品

「 ‾‾‾‾‾‾‾∵

】ヨi 中世の城郭跡っ

［

［

陶器 （措鉢），石製品，鉄 i

製品，古銭　　　 ［
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第且章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経過

住宅・都市整備公団は，自然の保全に留意した潤いのある生活環境のもと，既成の龍ヶ崎市街地と結合した

調和のある新しい町づくりを目指し，昭和45年「竜ヶ崎e牛久都市区画事業及び龍ケ岡特定土地区画整理事業」

が計画され，龍ヶ崎市北部台地上に竜ヶ崎ニュータウンの建設を着手した。

茨城県教育委員会は，昭和45年に実施した埋蔵文化財の分布調査の結果に基づき，開発地域内に所在する遺

跡について，文化財保護の立場から龍ヶ崎市教育委員会と協議を重ね，昭和51年に現状保存が困難な31遺跡に

ついて，記録保存の措置を講ずる事となった。調査は，昭和52年から平成元年まで実施された。

平成8年2月29軋　住宅・都市整備公団から茨城県教育委員会あてに，竜ヶ崎ニュータウン龍ケ同地区事業

地内における長峰古墳群の取り扱いについて協議書が提出され，文化財保護の立場から協議が行われた。その

結果，現状保存が困難であることから，平成8年3月13日，茨城県教育委員会から住宅・都市整備公団あてに

長峰古墳群（715I肩）を記録保存とする旨回答し，調査機関として，財団法人茨城県教育財団が紹介された。

平成9年3月27日，龍ケ岡特定土地区画整理事業地内における屋代B遺跡の取り扱いについて協議が行われ

た。平成9年3月27日，屋代B遺跡（397Iの　を記録保存とする旨回答し，調査機関として財団法人茨城県教

育財団が紹介された。

なお，住宅・都市整備公団は，平成11年10月1日より都市基盤整備公団に名称を変更した。

第2節　調査経過

長峰古墳群の発掘調査は，平成8年4月1日から平成8年6月30日までの3か月間，屋代B遺跡の調査は平

成9年7月の1か月間で実施した。以下，調査経過についてその概要を記述する。

〈長峰古墳群〉平成8年

4月上旬12日までに発掘調査のための事務所，倉庫等を設置した。

中旬15日から調査補助員を投入し，発掘器材等の整備や調査区内の除草e清掃等を開始した。

下旬　23日から墳丘・地形測量を実施した。

5月上旬　1日から人力で表土除去を開始し，土坑2基，堀1条，古墳周溝1基を確認した。

中旬10日から遺構調査を実施した。また，調査区北側にトレンチを設定し堀1条を確認した。

下旬　墳丘部の南北にベルトを設定し掘り込みを開始した。また，古墳の周溝から埴輪片が出土した。

6月上旬　遺構の掘り込み及び調査を継続し，墳丘部の南北ベルトの士層断面実測を行った。

中旬　墳丘部の南北ベルトを除去した後，墳丘部の東西の土層断面実測を行った。

下旬　20日に航空写真撮影を行った。その後，安全対策等を行い，28日までにすべての調査を終了した。

〈屋代B遺跡〉平成9年

7月上旬　1日，現場事務所設置，リース物品搬入を行い調査の準備をした。2日から調査補助員を投入し，

遺跡内の清掃を行った。3日からトレンチ3か所を設定し，掘り込みを行い，堀2条を確認した。

中旬　トレンチの土層断面実測を行い，さらに，トレンチ2か所の掘り込みを開始した。

下旬　確認された遺構の実測を行い，24日には遺構全景写真撮影を行った。その後，補足調査及び安全

対策を行い，30日までにすべての調査を終了した。
一1…



第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

長峰古墳群は龍ヶ崎市長峰町642番地ほかに，屋代B遺跡は龍ヶ崎市八代町ニッ堂後2460番地に所在する。

龍ヶ崎市は茨城県の南部に位置しており，東は稲敷郡江戸崎軋　南は同郡河内町e北相馬郡利根町，西は取

手市・北相馬郡藤代町，北は牛久市・稲敷郡茎崎町の2市5町と接している。

長峰古墳群及び屋代B遺跡周辺の地形は，筑波・稲敷台地とその南側に広がる小月川低地に分けられる。筑

波・稲敷台地は標高20～27mの平坦地であるが，縁辺部は浸食谷により複雑な地形を形成している。筑波e稲

敷台地は言毎成の成田層上に形成され，上位に龍ヶ崎砂礫層，常総粘土層が重なり，関東ローム層（武蔵野

ローム層，立川ローム層）が2－3mの厚さで堆積している。南部の小月川低地は，筑波e稲敷台地と北相馬

台地との間に挟まれ，古鬼怒川と小月川によって形成された沖積低地で，標高3－6mである。両者の境界は

比高15～20mの急斜面となっている。

長峰古墳群は，龍ヶ崎市街地から北東に約4kmの稲敷台地南縁に位置し，竜ヶ崎ニュータウンの東端にあた

り，標高は23～26mである。当古墳群の北側に長峰城跡が所在し，さらにその北側には長峰町と半田町の間に

開口した浸食谷が台地間を北西の貝原塚町方面に延びており崖を形成している。南側にも谷津が長峰町から八

代町の間に開口している。当古墳群は，その舌状に張り出した長峰町の台地先端に所在し，南側は造成工事に

伴い斜面部となっている。

屋代B遺跡は，龍ヶ崎市街地から北東に約2kmの稲敷台地上に位置している。台地の標高は23－24mでほぼ

平坦である。遺跡の北側には八代町から別所町にかけて幅150－200mの細長い浸食谷が入り込み，南側は小月

川低地が広がっている。台地と低地の比高は北側で約17m，南側で約19mで，急崖となっている。当遺跡の所

在する台地は，南北を低地に挟まれ幅は300～350mと狭く，東西に延びている。さらに，東側は造成工事に伴

い斜面部となっている。

第2節　歴史的環境

霞ケ浦と利根川に挟まれた稲敷台地は，水陸交通の要衝にあり，自然の地の利を得て古くから人々の生活が
おかたいら

営まれてきた。この地域は，県内でも有数の遺跡分布地として知られ，明治16年に調査が行われた陸平月塚
あたこやま　　　　　　　　　　　　ところさく

（美浦村）を筆頭に，愛宕山古墳（龍ヶ崎市）〈5〉，所作貝塚（桜川村）の調査が行われるなど，著名な遺跡

が数多く所在し早くから考古学界の注目を集めてきた地域である。
ながみね　　　　　　　　やしろ

長峰古墳群〈1〉，屋代B遺跡〈2〉　からは，古墳時代，中世の遺構が検出されている。ここでは両遺跡と

同時代の遺跡を中心に概要を述べることにする。
めく　　ち

古墳時代の遺跡の分布を見ると，稲敷台地南端部に連なるように集中している。前期の遺跡では，廻り地A
rlノ　　　　　　　　　　　　　　さくらやま　　　　　　まつば

遺跡から4基の方形周溝墓が検出されている。前期から中期の遺跡としては，桜山古墳〈13〉　と松葉遺跡があ

る。桜山古墳は稲敷台地南端の独立丘上に位置し，全長7工2m，高さ8．9mの前方後円墳であり，太刀e剣・短
！フ，

剣e鉄鉱・刀子等が出土している；また，松葉遺跡からは動物形土製品が出土している′雲j中期から後期にかけ

ては，愛宕山古墳，長峰遺跡〈12〉がある。愛宕山古墳からは，高さ約50cmの男子埴輪と高さ約46cmの女子埴

ー　2　－



1

輪が出土している。長峰遺跡では，前方後円墳4軋方墳2軋　円墳29基が確認されているが，耕作等により
J　　　　　　　　　　　なとおか　　　　　いな妄）　　どう　うえ

削平されており実数は明らかではない。他に，墳丘を伴う古墳は，奈戸岡古墳〈3〉，稲荷古墳，堂の上古墳，
いな；〕みね　　　くほやま　　　おおつか

稲荷峰古墳，久保山古墳，大塚古墳がある。古墳時代の集落は主に，小野川流域の東台地縁辺部と小月川低地

を望む台地縁辺部に集中して営まれていたことがうかがえる。古墳時代の集落跡には，弥生時代から継続して

営まれた遺跡と，古墳時代に新たに形成された遺跡に分けられる。前者の遺跡として，屋代A遺跡〈8〉から

住居跡64軒（弥生時代28軋古墳時代26軒，奈良e平安時代9軋時期不明1軒）武札礪遺跡〈9〉から

85軒の住居跡（弥生時代4軒，古墳時代39軒，奈良平安時代1凧時期不明31軒）が；）竃竺崖遺跡〈7〉から
→

545軒の住居跡（縄文時代395軋弥生時代6軋古墳時代81軋奈良・平安時代63軒）が，長峰遺跡から住居
（鋸　　　　　　　　　　ひらたい

跡（弥生時代51軒，古墳時代68，軒時期不明5軒）が検出されている。後者の遺跡として，平台遺跡から古墳

時代の住居跡47軒が検出されており，まとまった集落を形成していたご）iまた，数軒から十数軒を単位とする小
ぉぉばやつ　　　　　　（11j　　　　　　　　（12、－おきもち

集落が営まれていた遺跡として，大羽谷津遺跡（住居跡5軒），松葉遺跡（住居跡11軒），沖餅遺跡（住居跡13
（16）

軒メ1鵠賦遺跡（住居跡13軒）し1月当怨跡〈10〉（住居跡3軒）1賊軍答遺跡〈11〉（住居跡15軒）がある。

中世の遺跡は，主に城館跡であり，それらのほとんどは稲敷台地南側の縁辺部に所在しているが，台地上に

所在する遺跡は谷津に画した突端部にある。いずれも戦略上有利な地形を選んで構築されている。南北朝時化

南朝方の小田氏言ヒ畠親房に対し，北朝方の高師冬が常陸に進み，新烏城〈4〉において戦闘が行われたとの
r17）

記述が「鶴岡社務所記録」と「北畠親房事書」に記されている。南北朝の終わり軋信太荘は小田孝朝の支配とな

ったが，上杉憲方e朝宗に攻められ所領を失った。小田氏の勢力後退に伴い，上杉方の代官として土岐原氏が

信太荘の惣政所の役職に着き，信太荘（江戸崎）に移り住んだ。その後も小田氏と土岐原氏の対時は続いたが，
やしろ

太永3年（1523），土岐原氏は小田氏側の八代城に攻撃を仕掛け勝利したことが「足利基頼書状」に記されてい

る。この八代城は，稲敷台地南端部の標高25mに造られた外八代城（19ノ｝（外八代遺跡）と，屋代城（20ノ（屋代AeB遺
1＼

跡）が一体として使われたと考えられている。この以軋土岐原氏は龍ヶ崎地域における支配を強め，外八代
りゅうがさき　　　　　　　かいはらづか　　　　　　　とじょうさん　　　　ようがい　　　　たいにち

城，屋代城の他にも，龍ヶ崎城〈6〉誹日馬城，貝原塚城，長峰城〈14〉，登城山城〈15〉，要害城〈16〉，大日

高城等を支配下に置いたと考えられる。天正18年（1590），佐竹義宣の弟芦名盛重は土岐原氏を滅ぼし，龍ヶ

崎城を支城としたことが「佐竹義重書状写」に記されている（慧その後，富田将監から大久保岩見守の領地となり，

慶長11年（1606）伊達政宗が龍ヶ崎の地を与えられ，伊達氏が幕末まで支配した。

※文中の〈　〉内の番号は，表1，第3図中の該当番号と同じである。
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表1　長峰古墳群，屋代B遺跡周辺遺跡一覧表

巨号

遺　 跡　 名
県遺跡

番　 号

時　　　　 代
番号 遺　 跡　 名

県遺跡

番　号

時　　　　 代

旧 縄 i弥 序 奈平桓 旧 縄 弥 古 奈平中

① 長峰古墳群 i1589 ○ ○ 9
i外八代遺跡 3351 ○ ○ ○ ○

② 屋代 B 遺跡 1569 ○ ○ ○ ○ ○ 10 十三塚遺跡 3350 ！ ○ ○

3 奈戸岡古墳群 1561 ○ 11 尾坪台遺跡 3954 ○ ○

4 馴　馬　城　跡 1562 ○ 12 長　峰　遺　跡 ○ ○
○ ！○

5 愛宕 山古墳 1555 ○ 13 桜　山　古　墳 ○

6 龍 ヶ崎城跡 1556 ○ 14 長　峰　城　跡 1590 ○

7 南三島遺跡 3353 ○ ○ ○ ○ 15 登城山城跡 1593 ○

8 屋代 A 遺跡 1569
】

○ ○ ○ ○ 16 要　害　城　跡 1594 ○

－　4　…



ニ　　　　 くつ

劃ニ　 誰こ　　　　　 N

： ∋

．1・rr叶

ニ ・モ ノ、

ニ療 l こグ こ

J

⊥ － J I

ニlノ　‾
lニl．
謬誓「－‾「‘‾‾二一講

読

図
悼
く臣

最
期

烈
匝
垣
タ輿

〔n

ど
咽

癒
華
佃
堂
唖

図
m

碓
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16　1コ．と同じ
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骨・．γ、・と同じ

鰯　湘と同じ
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・龍ヶ崎市史編さん委員会『龍ヶ崎市史　中世資料編　別冊』1994年3月
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第3車　養蜂酋墳群

第且節　遺跡の概要

長峰古墳群は　龍ヶ崎市の北東部　標高器～器nnの稲敷台地上の南端部に位置する。当古墳群は，古墳時代

及び中世の複合遺跡である、∴現況はI用木で．調査面積は715niである言調査区の西側は前回に調査が行われた

長峰遺跡及び桜山古墳があ娠　東側には長峰城跡が接している。南側は台地から低地にかけての斜面部であっ

たが．造成工事に伴い現況はとどめていない、「
姦

今回の発掘調査によって，古墳周溝1基，塚1基，堀2条及び土坑2基を検出した。

遣物は．遣物収納コンテナ（60×40×20cnl）に5箱出上した、、縄文時代の遣物は．早期から後期までの縄文土

器片である、、、弥生時代の遣物は，弥生土器片である．、、l阜賞時代の遺物はつlJ筒埴輪、上師器（巧こ．椀，器台，

柑∴壷，整）及び須恵器（悪）であるJ中世の遺物としては，土師質！「器　OllL言雷鉢，内耳鍋）があるし、

第2節　遺構と遺物

鼠　古　墳

今回の調査で．r阜賞の周溝の－1部を検出したが，周溝が調査区域外に延びているため形状や規模を正確にと

らえることができなかった。また，墳丘部があったと考えられる場所は造成工事により削平されており，墳丘

の碓認はできなかった、、、以ト．検出された遺構及び出上遣物について記載する．＿一、、

第那号音墳　第　固）

位置　調査区南西部，Elg2区。

墳形及び規模　検出された遺構の規模は．東西3．65111言策き55川lであるつ甘溝の‘部しか確認されなかったた

め，墳形及び規模は不明である。

墳丘　削平により残存しない、、

周濁　東西及び南側が調査区域外のため，周溝の一部のみが調査された。覆土はレンズ状に堆積しており，自

然堆積と考えられる。

鈎！

第4図　第37号墳実測図
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第6図　調査区域全体図
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周溝土層解説
1　暗褐色
2　褐　　色

3　黒褐色
4　褐　　色

5　暗褐色

ローム粒子少鼠壌土粒子・ローム小ブロック極少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子極少量

ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック極少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ロームノ」、ブロック中量，ローム中

ブロック少量

6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック極少量

遺物　土師器片173点，埴輪片780点が出土している。第5図1の土師器の壷は，覆土中から出土している。2

－5の円筒埴輪は周溝の覆土下層から出土している。6・7・9・第7図8の円筒埴輪，10の朝顔形円筒埴輪

は，覆土中から出土している。

所見　本跡は，周溝の北側部分であり，墳丘は周溝の南側に位置していたと考えられる。遺構の形態及び規模
．

は不明であるが，周構内から出土した埴輪から考えると，本跡の時期は，6世紀中葉であると思われる。

（⊃

第7図　第37号出土遺物実測図（2）

第37号古墳出土遺物観察表

U lOcl¶

L l　　＿」

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　　　　考

第5図宣EB（4．1）頭部片。休部は内増し，頚部から外頚部と休部の境に断面三角形の細い雲母・長石・砂粒P1　　　　　　　　5％

1土師器傾しながら立ち上がる。隆帯を貼り，休部外面パケ日調整後得色覆土中

ヘラ磨き，内面へラナデ。普通PL4

図版番号種　　別

寸　　法

突　　　　帯透　　　　孔成形と内面の状況

パ　ケ　日

本／cm

胎　土

焼　成

色　調

備　　考器　高

口径（cm）

基部径

器厚（cm）

第5図

2

円筒埴輪（32．2）1．3－1．12条現存。台形。士円孔2つ現存。上か外面タテパケ。内面上
タテパケ

11

斜位のハ

ケ臼

13

長石橙色DP1　30％

29．2から1本目の突帯幅ら1．2本目の突帯端斜位のパケH。内面石英普通軽土下層

は1．2cm，2本目は

0．8cmの太身タイプ

である。いずれも突

出は低い。

間に1対（2孔）。

透孔は穿孔後ナデ。

縦位の指ナデ。PL6

3

円筒埴輪（29．1）1．2～1．12条現存。台形。幅円孔下端部1つ現左回り巻き上げ。外面タテパケ石英橙色DP2　20％

は1．4cmの太身タイ

プ．突出は低い。

存。切りあけは不明。タテパケ。内面斜位の

指ナデ。

11雲母

砂粒

普通覆土下層

PL6

4

円筒埴輪（26．5）

20．2

1．5～1．21条現存。台形。幅現存部なく不明。左回り巻き上げ。外面タテパケ長石橙色DP3　20％

は1．1cmの太身タイ

プで，突出は低い。

タテパケ。内面斜位の

指ナデ。

10石英

赤色粒子

普通覆土下層

PL6

5

円筒埴輪（16．1）

〔20．2〕

2．1～1．3現存部なく不明。現存部なく不明。左回り巻き上げ。外面

タテパケ。内面斜位の

指ナデ。

タテパケ

10

長石

石英

赤色粒子

にぷい

黄橙色

普通

DP4　　5％

覆土下層

PL6

6

円筒埴輪（9．4）1，0－0．81条現存。台形。幅現存部なく不明。外面タテパケ。内面上タテパケ長石橙色DP5　　5％

は0．9cmの太身タイ

プである。

端斜位のパケ目，下半

縦位の指ナデ。．

10

斜位のパ

ケ目

7

石英普通覆土中

PL6

7

円筒埴輪（7．6）1．0～0．81条現存。台形。つ　幅現存部なく不明。外面タテパケ。内面斜タテパケ石英明褐色DP6　　5％

は1cmの太身タイプ

である。

位の指ナデ，上端に斜

位のパケ臼。

10～11雲母

砂粒

普通覆土中

PL7

11－



図版番号 種　　 別

寸　　 法 ！

突　　　　 帯 透　　　　 孔 成形 と内面の状 況
パ　ケ　日

本 ノ／ノノcm
胎　 土

焼　 成

色　 調
備　　 考

器　 高

口熱壷

基部径

器厚（cm）

第 7 図 円筒埴輪 （7．9）1．2～1．0 1 条。台形。幅は 1 現存部なく不明。 外面 タテパケ。 内面横 タテパケ 長石 橙色 D P 7　　 5％

8 cmの太身タイプであ

る。

位の指ナデ。 11 石英

雲母

普通 覆土中

P L 7

第 5 図 円筒埴輪 （10．8）1．0～0．8 1 条現存。台形。幅 現存部なく不明。 外面 タテパ ケ。内面斜 タテパケ 長石 灰黄褐色 D P 9　　 5％

9 は1．2cm の太身 タイ

プである。

位の指ナデ。 11 白色粒子 普通 覆土中

P L 7

第7 図 朝　 顔　 形 （8．6）1．4～1．0 1条現存。台形。幅 現存部な く不明。 外面タテパケ。内面上 タテパケ 長石 明赤褐色 D P lO　 5 ％

10 円 筒 埴 輪 － は1．3cmの太身タイ 半斜位のパ ケ目，下半 11 石英 普通 覆土中

－ プである。 指ナデ。 雲母 P L 7

2　塚

本跡は南部の半分が調査区域外のため，調査は北部のみ行われた。当初は古墳と考え調査を行ったが，調査

の結鼠壕であることが判明した。また，塚の外側に沿って溝が検出され，壕に伴うものと考えられる。以下，

検出した塚とそこから出土した遺物について記載する。

第3号囁　く第8瀾）

位置　調査区南部．Ele4～E‾le8区．

形状及び規模　南北径12．4m，東西径は6mの楕円形を皇し，高さは4．1mである。また，本跡の周囲からは

周溝と思われる溝が検出されているが，前述の通り南部は調査区域外のため，溝が1周するかどうかは不明で

ある。溝の規模は長径16．3mで，上端1．1～0。4m，下端0．4～0．2cm，深さ60～80cmで，断面はU字型である。

長径方向　N－570－E

構築状況　旧地表面を基底部に盛土され，62層からなる。19層は溝の覆土で，含有物及び堆積状況から人為堆

積と考えられる。

土層解説
1　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子極少量
2　暗褐色　ローム粒子極少最
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック極少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大・

中ブロック極少量
7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中。小ブロック少量，ロー

ム太ブロック極少量
9　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子極少量
10　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，ロー

色
色
色
色

褐
　
　
　
褐

暗
黒
里
二
明

1
　
2
　
3
　
4

1
　
1
　
1
　
1

ム大ブロック極少量

ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子極少量
ロ
　
ロ

ーム粒子少量，ローム中・小ブロック極少量
－ム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，ロー
ム大ブロック極少量

15　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム
粒子極少量

1（う　暗　褐　色　焼工粒J’‥炭化粒J′‥ローム中・小プロ・ソク・ロー

ム粒子極少量

17　褐　　色　ローム粒子多量

18　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

19　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子極少量

20　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子。ローム小ブロック極少量

21黒褐色　ローム粒子極少量

22　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック極少量

色
色
色
色
色

褐
　
　
　
　
褐

暗
褐
褐
褐
黒

3
　
4
　
5
　
6
　
7

2
　
2
　
2
　
2
　
2

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム粒子中量，ローム小ブロック少量

－ム粒子中量，ローム小ブロック極少義

一ム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム

粒子少量，砂岩小片極少量
28　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック極少量
29　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，ロー

ム太ブロック極少量

30　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ
ック中量，ローム大ブロック極少量

31褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
32　黄褐色　粘土粒子多量，ローム中・小ブロック極少量
33　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
34　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック極少量
35　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック極少量
36　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
37　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・

ローム中ブロック極少量

38　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中
ブロック極少量

39　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
40　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム小

ブロック極少量
41褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量，ローム大ブロック極少量
42　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック極少量
43　褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量
44　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック極少量

…12　…
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45

46

47

48

黒褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム

′トブロック極少童

明　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
に

暗

ぷい赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極少墓
褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土

粒子・炭化粒子極少量
49　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック極少量
50　黒　褐　色　ローム粒子極少量
51極　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック極少量
52　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子極少量
53　暗　褐　色　ローム中・小ブロック中量，炭化粒子・ローム

粒子少量

54　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子極少量
55　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
56　褐　　　　色　ローム中・小ブロック多量，ローム粒子少量，

ローム大ブロック極少量
57　極　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック

極少量
58　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中

ブロック少量
59　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量
60　褐　　　　色　ローム粒子中量
61暗　褐　色　ローム粒子中量

62　時　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子
極少量

遺物　土師質土器片5点，陶器片17点，砥石1点が出土している。第9図1は土師質の小皿，2は内耳鍋であ

る。3は陶器の壷，4は嚢である。5は砥石である。いずれも盛土中からの出土である。

所見　本跡に沿って長峰城跡に関連すると考えられる堀が検出された。本跡は，占地的にも南側の低地を一望

できる位置にあることから，長峰城に伴う櫓台（物見塚）として構築され，近世に塚として再利用されたの

ではないかと考えられる。

ミ圭ク

二l丁‾‾二‾二‾＿l二

0　　　　　　　　　　　10cm
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第9図　第3号塚出土遺物実測図

第3号塚出土遺物観察表

⊂⊃
0

トー　l　　　」

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第9 図 小　　　 皿 B （2，1） 底部から体部にかけての破片。平底。 体部内・外面ロクロナデ。底部回転 雲母・砂粒 P 2　　　　　　　　 35％

1 土師質土器 C　　 4．2 体部は，緩やかに内攣気味に立ち上 糸切り後へラナデ。 にぷい黄橙色 覆土中

がる。 普通 P L 4

2

内　 耳　 銅 A 〔31．6〕 口緑部片。内耳 1 か所現存。口緑端 体部内面ナデ，外面へラ削り。耳は 長石・雲母・砂粒 P 4　　　　　　　　　 5 ％

土師質土器 B （4．1） 部は平坦である。 ロ縁部と体部の境から貼り付け。 橙色

普通

覆土中

P L 4

3

壷 A 〔9．の □縁郎片。休部上位に孔を持つ。体 内・外面ナデ。 長石・石英・雲母 P 3　　　　　　　　　 5 ％

陶　　　 器 B （4．1） 部は内暫し，日録部は直立する。 赤褐色

普通

覆土中

P L 4

4

要

陶　　　 器

A 〔14．0〕

B （1．3）

口緑郎片。目線部端に段を持つ。 口縁部内・外面ナデ。 長石 ・雲母 ・砂粒

灰赤色

普通

P 8　　　　　　　　　 5 ％

覆土中

P L 4　　　　　 常滑系

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　　　 質 出　土　地　点 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cIn） 重量 （g）

第9図5 砥　　　 石 5．0 4，7 2．2 101．7 凝灰岩 覆土中 Q I　　　　 P L 7

15
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今回の調査によ軋　当古墳群から堀2条が検出された。第37号堀は塚の遺構確認の段階で検出され　第鳩号

堀は調査区北部のトレンチ調査により検出された。以下，検出された遺構について記載する。

∴ニトノ∴、‾　工三言・　　　享で．）

位置　調査区南部．Ele3、E2ビ1区。

規模と形状　堀の両端が調査区域外に延びるため，正確な規模は不明である。南から北（N－50－E）に（汲6）

m延び，東に曲がり（N－860－E）蟻。m延び　南東に曲がり（E－210－S）（17．3）m延びる。規模は上

幅土36、3．68111∴卜幅1．36、0．18111，堀底部から確認面までの比高は約2111である。

壁面　南壁45～5度　北壁墟～緋度の角度で立ち上がる。壁は締まりのあるロームで，壁下半は粘土である。

底面　ほぼ、印tであるが，底部の2か所に約1111の段差がみられる。、

覆蓋　A∵鮮＼抄－排は且7層，B－B；C－C　は摘層からなる。堆積状況はブロック状であり，焼士粒子，

炭化粒子及びロームプロ、ソクを含むことから人糾倒潰であると考えられる、、．

土層解説（A－A．，D－D■）
1　暗　褐　色　ローム粒J′・少星炭化粒子・
2　暗褐色　ローム粒子少量夕　焼土粒子
3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子0
4　極暗褐色　ローム粒子少量
5　極暗褐色　ローム粒子少巌，ローム中
6　暗褐色　ローム粒子中量ヲ炭化粒子も
7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子

コリア極少量
8　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子の

ローム小ブロック極少量

e炭化粒子極少最
ローム小ブロック極少最

も小ブロック極少最

ローム小ブロック極少巌
・ローム小ゾロ、ソン・ス

ローム小ブロック極少量

9　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子極少量

土層解説（B－B■，C－Cl）
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック極少量
3　暗褐色　ローム粒子中農クローム小ブロック少量，焼土粒子

4　暗褐色
5　褐　　色

6　褐　　色

7　暗褐色

8　褐　　色

9　暗褐色
10　暗褐色

ローム中ブロック極少最
ローム粒子少量，炭化粒子eローム小ブロック極少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中
ブロック極少量

ローム粒J’一中量．ローム小プロ、、ノク恒少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，黒色土小
ブロック極少量

ローム小ブロック6ローム粒子中量，焼土粒子極少量
ローム粒子少量，ローム中e小ブロック極少最
ローム粒J’・少量．炭化粒J’・・ローム小プロ・ソン・黒

色土小ブロック極少量

遺物　上師質十器片87点，砥石1点が出十しているこ、

ユ0　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

11暗　褐　色
12　暗褐色
13　極暗褐色
14　暗褐色
15　褐　　色
16　褐　　色

ローム粒千少量言封じ粒J∴・ローム小プロ、ソク極少量

ローム小ブロックのローム粒子極少量
スコリア少量，ローム粒子極少量

り－ム粒J’・中量炭化物・し1－ム中・小プロ、ソク極少量
ローム粒子多量，ローム中や小ブロック極少量

ローム粒J′－多量．ローム小プロ、ソク少量∴　ローム中
ブロック極少量

17　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子のローム小ブロック極少量

H　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック極少量
12　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
13　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

太0中ブロック極少量
14　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム太

ロック少量，焼土粒子極少最
15　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック極少量
16　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

大も中ブロック極少量
17　暗褐色　砂中量，ローム粒子少量
18　暗褐色　砂多量，ローム粒子少量
19　褐　　色　ローム小ブロック少量

第12図1e2は土師質の小皿，3は灯明受皿暫　4は香炉，

5・（iは拙鉢，7、〔‖ま内耳鍋であるつ0は砥石である、、，いずれも覆回－からの出上である．、一一、

厳選　旧地形の谷部が調査区北側から東側にかけて広がっている。本跡は第3号塚と谷部の間に掘られ東側の

谷部に延びていると思われる。また，底部の段差は敵の侵入を防ぐ防禦施設ではないかと思われる。本跡は，

位置及び出上遣物から長峰城に伴う堀と考えられる

第37号堀出土遺物観察表

図版番号 器　　 楯 計測値 k扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　　　　　 考

第12 図 小　　　 皿 Å 〔9．5〕 休 部か ら口縁部 にか けて の破片 。平 内 ・外 面ロ クロナ デ。 雲母 ・砂粒 P l1　　　　　　　　 2 0％

1 土 師質土 器 B　 3．5 底。体 部は，内攣 気味 に立 ち上が り， にぷい橙色 覆 土中

C 〔5．2〕 口緑 部 にいた る。 普通 P L 4

2

小　　　 皿 A 〔9．2〕 休部 か ら目線 部 にか けての破 片。ハブ　平 内 ・外商 ロ クロナデ。ろ 雲母 ・砂粒 P 12　　　　　　　　 20 ％

土師 質土 器 B　 3．0 底。体部 は，内攣 気味 に立 ち上が り， にぷい橙色 覆土 中

C 〔4．0〕 H 縁部 にい たる。 普通 P L 4

＿16　－
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第10図　第37号堀実測図（1）
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第椚図　第野号堀実測図（2）

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第12 図 灯 明 受 皿 A 〔6．2〕 平底。 休部 は， 内攣気 味に立 ち上が 内 ・外 面 ロク ロナデ。底 部 回転糸切 雲母 ・砂粒 P 14　　　　　　　　 35 ％

3 土 師質土器 B　　 2．0

C 〔3．2〕

り口縁 部 にいた る。 り。 橙 色

普 通

覆土 中

P L 4

4

香　　　 炉 A 〔13．2〕 底 部 か ら口縁 部 にかけ ての破 片。体 口縁部 及 び体 部 内 ・外面 ナデ。 底部 雲 母 ・砂 粒 P 16　　　　　　　　 35 ％

土師 質土器 B　　 5．4 部は 内攣 気味 に立 ち上が り， 頚部か 外 周 に粘土塊 に よる足 を貼 り付 け。j 橙色 覆土 中

C 〔ほ 6 〕 ら日縁 部に かけ外 反す る。1 足 現存。） 普通 P L 4

5

措　　　 鉢 A 〔26．8〕 体 部か らロ縁 部 にかけ ての破 片。体 体 部内 ・外面 ナ デ。 5 条 以上 で I 単 長石 ・雲母 ・砂粒 P 17　　　　　　　　 5 ％

土師質 土器 B （7．3） 部 か ら口縁 部 にか けて 直 線 的 に開 位 の括 り目。 にぷ い橙 色 覆土 中

く。 普通 P L 4

6

捨　　　 鉢 A 〔24．2〕 休 部か ら口縁 部にか けて の破片 。体 体 部内面 ナ デ，外面 へ ラ削 り。二 石英 ・雲母 P 18　　　　　　　　 5 ％

土 師質土 器 B （7．8） 部 か ら日縁 部 にか け て 直線 的 に開 にぷ い褐色 覆土中

く。 口縁 部に補 修孔 を持つ 。 普通 P L 4

ー18　－
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第12図　第37号堀出土遺物実測図
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［央1版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　　　　 考

第12図内　耳　鍋A〔32．0〕内耳1か所現存。休部から目線部に体部内・外面ナデ。耳は目線部と体長石・石英・雲母P19　　　　　　　　 10％

7 土師質土器B（8，7）かけ内攣気味に立ち上がる。部の境から貼り付け。 灰褐色

普通

覆土中

PL4

8

内　耳　鍋A〔35．4〕休部から目線部にかけての破片。体体部内・外面ナデ。． 長石・石英・雲母P20　　　　　　　　 10％

土師質土器B（11，2）部は，内攣気味に立ち上がり口緑部 にぷい赤褐色覆土中

にいたる。 普通 PL4

9

内　耳　鍋B（6．5）底部から休部にかけての破片。休部口縁部内・外面横ナデ。体部内・外長石・石英・雲母P21　　　　　　　 35％

土師啓上器C〔14．4〕は内野気味に立ち上がる。 面ナデ。 灰黄褐色

普通

覆土中

PL4

19



図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨　 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （Cの 重 義 （g ）

第12図10 砥　　　 石 （5．0） 2．1 1．7 ［54．1］ 凝灰岩 穫土中 Q 2　　　　 P L 7

筑呼号童（第6－13画）

位置　調査区東乳　Eld9～EljO区。

規模と形状　北東部が調査区域外に延びるため，正確な規模は不明である。南から北（N－50－E）に自腹2）

m延びる。上幅1．32～0．96m言下幅0．80－0．44mで，確認面との比高は1～2mである。

壁画　西側60～70度，東側45～50度で立ち上がる。壁は締まりのあるロームで，壁下半は粘土である。

底面　本跡の南端は第37堀と接し，北に延びている。調査区の北部で底面が確認できたのほ，第1号トレンチ

である。底面は平坦で北側に傾斜していると思われる。また底面はロームの粘土粒子を含む土を10cmほど埋め

戻し底面を構築したと考えられる。

覆丑　第1号トレンチ（Tl）の土層は19層からなり，堆積状況から旧地形は北側に向かい傾斜していること

が分かった。1～ユ6層は，削平による土層である。本跡は，17～19層で確認された。19層は構築時の基底面と

考えられる。ロームe粘土ブロックを含有し，不自然な堆積状況をしていることから人為堆積と考えられる。

第1号トレンチ土層解説（H一日つ

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子
極少最

2　極暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロックもローム粒子極少量
3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子極少量

4　暗褐色　粘土中・小ブロック極少量
5　褐　　色　粘土粒子多量
6　暗褐色　粘土中・小ブロック少量

1一一一一・一　20　－－、－－－一
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7　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂中量

8　暗　褐　色　粘土粒子・砂少量
9　暗　褐　色　粘土中ブロック中量，粘土小ブロック少量，砂

極少量
10　暗　褐　色　粘土中・小ブロック中量，粘土大ブロック少量

11暗　褐　色　ローム中ブロック・粘土小ブロック中量，粘土
中ブロック極少畳

12　黄　褐　色　粘土中ブロック中量
13　暗　褐　色　粘土中ブロック少量

14　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子極少量
15　極　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘土粒子・スコリア極少童

16　極　暗　褐　色　粘土粒子中量，粘土小ブロック少鼠　炭化粒子
極少量

17　極　暗　褐　色　粘土中ブロック・粘土粒子中量，ローム小ブロ
ック少量

18　暗　褐　色　粘土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子

極少量
19　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量

遣物　土師質土器片9点が出土している。第14図1は土師質の措鉢であり，2は陶器の嚢である。いずれも覆

土中から出土している。

所見　本跡の南端は第37号堀と接し，北側の旧地形の谷部に延びていると考えられる。第3号塚，第37号堀と

の位置関係及び出土遺物から，長峰城に伴う堀と考えられる。

第14図　第42号堀出土遺物実測図

第42号掘出土遺物観察表

－

2

0　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎上・色調・焼成備　　　　　　　 考

第14図揺　　　鉢A〔犯8〕休部から口縁部にかけての破片。体目線部内・外面横ナデ。体部内・外雲母・砂粒 P22　　　　　　　 10％

1 土師質土器B（10．5）部は，内攣気味に立ち上がり，口縁面ナデ。 にぷい赤褐色 覆土中

部にいたる。 普通 PL4

2

斐 A〔17．0〕休部から目線部にかけての破片。口口緑部内・外面横ナデ。体部内・外長石・砂粒 P47　　　　　　　　 5％

陶　　　器B（10．4）線部には幅の広い粘土帯が巡る。面ナデ。輪積み痕有り。 にぷい褐色

普通

覆土中

PL4　　　　　常滑系

4　土坑

当古墳群から土坑2基が検出された。以下，検出された土坑について，その概要を記載する。

第186号土坑（第15区D

位置　調査区の南西部，Ele3区。

規模と平面形　長軸1．92m，短軸1．25mの楕円形で，深さ28cmである。

長径方向　N－830－E

壁面　外傾しながら立ち上がる。

ー　21



底面　平坦である。

覆土　4層からなる。含有物やレンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中鼠ローム小ブロック少量，廃土粒子e
炭化粒子極少量

2　暗褐色　ローム粒子少鼠炭化粒子・ローム小ブロック極少最

遺物　遺物は出土していない。

所農　本跡の時期及び性格は不明である。

⑥豪
囲］

第柑図　第柑号土坑実測図

3　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム太。中。小ブロ
ック極少量

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子極少畳

賢づ67童、∴茸言草二手：戊細）

位置　調査区の南西部　EH　区。

規模と平面形　長径2．50m，短径0．97mの不整楕円形で言深さH8cmである。

長径方向　N－OJ

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆豊　8層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブ
ロック極少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子
極少量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
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ローム小ブロック少量，ローム中

ローム小ブロック極少量

ローム小ブロック少量

遺物　覆土中層から馬の歯が出土している。

所凰　馬の歯は，出土状況から埋没過程で投棄されたと思われる。本跡の時期及び性格は不明である。

図1

第柑区　第柑号土坑実測図
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5　遺構外出土遺物

当古墳群からは，試掘・表土除去・遺構確認の段階で縄文時代から近世にかけての遺構外遺物が出土してい

る。ここでは，これらの出土遺物のうち特徴的なものについて実測図及び一覧表で掲載する。

（1）縄文土器

本古墳群からの縄文時代の遺物数は少なく，早期・前期及び後期の土器片が数片出土している。

第17図27の口縁部片は，胎土に繊維が含まれ条痕文が施文されている。早期の茅山下層式に比定される。28

は胎土に繊維が含まれ縄文が施文されている。前期の土器と思われる。29は突起貼付文が施された波状口緑部

片で，後期の堀之内式に比定される。

（2）弥生土器

弥生時代の遺物は，壷の口縁部・休部及び底部片が少数出土している。

第17図30は口縁部片で，口唇部に縄文が押庄されている。31は口緑部片で，櫛歯状工具（5本）による波状

文が施されている。32は頚部と胴部の境の部分の破片であり，頚部は無文帯で胴部には付加条一種（付加2条）

が施文されている。33の胴部片，34の底部片はいずれも付加条一種（付加2条）が施文されている。これらの

弥生土器はいずれも，弥生時代後期と考えられる。

（3）須恵器

第17図35・36は須恵器嚢の休部片と思われ，いずれも表面に格子の叩き痕が，内面に同心円状の当て具痕が

見られる。いずれも古墳時代の須恵器と考えられ，当古墳群（長峰遺跡）に伴うものと思われる。

第17図　遺溝外出土遺物実測図（1）

遺構外出土遺物観察表

［ズJ版番 号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　　　　 考

第 18 図 杯 A 〔12．0〕 休 部か ら目線 部 にか けての破 片。体 口緑 部内 ・外 面横 位 のヘ ラ磨 き。体 石英 ・雲母 P 23　　　　　　　　 2 0％

1 土　 師　 器 B （3．3） 部は内 攣気味 に立 ち上 が り，口縁部 部内 面へ ラ磨 き，外面 パ ケ日調整 後 にぷい黄褐色 表採

下端 よ り外反 す る。 ヘ ラ磨 き。 良好 P L 4

2

土不 A 〔10．6 〕 休 部か ら口緑 部 にかけ ての破 片。体 口緑部 内 ・外 面横 ナデ 。体 部内 ・外 雲母 P 24　　　　　　　　 20 ％

土　 師　 器 B （3．9 ） 部 は， 内攣気 味に 立ち上 が り，口縁 面ナ デ。外 面赤彩 。 明赤褐色 表採

部 にい たる。 普通 P L 4

23
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図版番 号 器　　 種 計酢値 毎
lラi 器 形 の 特 徴 i　 手 法　 の 特 徴 恒 ・色調 欄 成

備　　　　　　　 考

第ユ8 図 杯 A 〔16．6〕 体 部か ら汀縁部 にか けての破 片。二つ ＿奉 仕 1縁 部及 び体 部内 ・外面へ ラ磨 きこき P 25　　　　　　　　 20 ％

3 土　 師　 昔＝霹 B　 は ．2、） 部 は内攣気 味に立 ち上 が り言 二了縁吾β にぷい橙色 表採

下端 よ り外 反す る。

ま

普通 P L 4
i

4

椀 A 〔16．4〕 底部か ら口縁 部に かけ内攣 気味 に藁乙 日縁部 内 も外面丁 寧 なナデ。体 部内 長石 ・石英 P 26　　　　　　　　 25％

土　 師 【－器 B （3．9） ち上が り㍉J 縁部 を折 り返 して お り， 面ナ デ，外面 ナ デ。） 明黄褐 色 表 土

廿縁部の 下端か ら外 反す る。－ラ 普通 P L 4

5

椀 A 〔16．0〕 休部 か ら口縁部 にか けての破 片。体‘ 日縁 部 内面 ・外 面上 半横位 のへ ラ磨 長石 e 石英 や雲母 P 27　　　　　　　　 35 ％

土　 師　 器‖ B （5．2） 部 は内攣 し，日縁 部下端 よ り外反す

る。

き， 外面 下 半縦 位の ヘラ磨 き。3 体 部 赤褐色

外面 へ ラ磨 き， 内面剥 離が ひ どく不

明。‥ノラ　外 面赤彩 。）

普通 P L 4

器　　　 台
j
B （2．8：） 脚 部 片。脚 部 は「ハ」の字 状 に開 く。 器 受部 内海底 部及 び脚部外 面へ ラ磨 雲母 や砂粒 P 2 8　　　　　　　　 2 0％

6 土　 師　 器＝ E （2．2 ） 脚 部に 3 孔 （現 存 1 孔 ）。 き。脚 部内面 ナデ。 器受部 内面 及び にぷい橙色 表 土

脚 部外面 赤彩 。 普通 P T．ノ5

7

柑

土　 師　 器1

B （5．7） 目線 部片。 ［〕縁部 は外傾 す る。） 目線 部 内 0 外面 へ ラ磨 き，赤 彩。） 石英 ・雲母

橙 色

普通

P 29　　　　　　　　 5 ％

P L 5

8

柑 B 〔2．0〕 底 部 か ら体 部 下位 に かけ ての 破 片。 体 部 内 ・外 面ナ デ。底部外 面へ ラ削
i
長石 ・石英 P 3 0　　　　　　　　 5 ％

土　 師　 器 C　　 a 1 底 部はや や突 出する。）体部 は言 内攣 り。 赤褐色

しなが ら立 ち上が る。ノ 普通 P L 5

9

川 A 〔16．2〕 目線 部片。 H 縁部 は外傾 す る。） 口縁 部内 e 外 面 とも剥 離が ひ ど く不 雲母 e 砂粒 P 34　　　　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （6．6） 明。 橙 色

普 通 P L 5

10

二まで雪ぎ B （4．1） 日縁部 片。）複 合t J縁 。。H 縁 部 は外反 目線部 内面 パケ 甘調整後 ナデ ，外面 砂粒 P 3 3　　　　　　　 10％

土　 師　 器 す る。‥タ パ ケ 鋸 粧臥 橙色

普通 P L 5

壷 B （9．3） 体部 下半 の破 片。 体部 下位 に段 を持 体部 内面 ナデ， 外面上 位縦位 のヘ ラ 長石 ・雲母 P 36　　　　　　　　 5 ％

11 土　 師　 器 つ。体 部 は，内攣 しなが ら立 ち上 が

る。）

磨 き，下位 斜位 のヘ ラ磨 き。 にぷい黄橙色

普通 P L 5

12

ニまノブ

土　 師　 器

B （6．9） 底 部 か ら体部 下半 に かけ て の破 片。 休 部 内面ナ デ，外 面パ ケ 日課懐‰ 底 石英e雲母・赤色粒子 P 39　　　　　　　 15％

C　　 5．0 底 部は やや突 出す る。 体部 は， 内攣 部 ナデ 。 にぷ い橙色 表 土

しなが ら立 ち上 がる。 普通 P L 5

ユ3

要 A 〔12．6〕 休 部上 位 か ら目線 部 にか け て の破 口縁 部 内面横位 のパ ケ 鉦調整 ，外 面
一 P 3 1　　　　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （3．3） 片。体 部 は内攣 し，頭部 か ら直立 し ナ デ。休 部外面 パケ EJ整 形。 にぷい褐色

汀縁部ぶ い たる。） 普通　　　　　　　 P L 5

14

聾 A 〔氾 5〕 体 部 上 位 か ら 口縁 部 に か け ての 破 臼縁部 内 ・外 面パ ケ 昌調 整。体 部内 石英　　　　　　　 P 32　　　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （4．8） 片 。体部 は内攣 し，頚 部か ら直立 し 面 ナ デ，外面 パ ケ目調整後 ナデ 。 にぷ い褐色　　　　 表 土

目線 部 にいた る。 普通 P L 5

整 B （3．9）

A 〔16．郎

頭部 片。休 部は 内攣 し，頭部 で「く」 頚部 内面 パ ケ目調整 ，上位 ナデ∴ 下 長石 ・石英 P 37　　　　　　　　 5 ％

15 土　 師　 器 の字状 に外 反す る。） 位 よ り休 部にか けてパ ケ 自調 整。 橙色

普通

石英 e雲 母

表土

P L 5

P 38　　　　　　　 10％
整 休 部 上 位 か ら目線 部 に か け ての 破 目線部 内 0 外 面 ナデ。）体 部内面 ナデ ，

16

17

土　 師　 器

襲

B （6．9）

B （18．3）

片 。体部 は内攣 し，頭 部で 「く」の字 外 面パ ケ 汁調整。 橙色

状 に外反 し口縁 部に いたる。 普通 P L 5

口緑 部 欠損 。底 部 はや や突 出 す る。 休部 内面 ナデ ，外面 パケ 目調 整。 長石・石英 ・赤色粒子 P 40　　　　　　　　 45 ％

土　 師　 器 C　　 7．4

B （19．5）

体部 は，内攣 しなが ら立 ち上 がる。

休 部 内面 ナデ，外 面パ ケ 目調整 。底

橙色

普通

長石・石英・赤色粒子

表土

P L 5

P 41　　　　　　　 70％
第19 図 婆 目線 部欠損 。 底部 は やや 突 出す る。

18 土　 師　 器

ミニチュア土器

C　　 8．0

A　　 4．5

体 部は， 内攣 しなが ら立 ち上が る。

丸底 。体部 は，半 球体状 で上 位 に最

部 ナデ 。

体部 内面 ナデ ，外面粗 いナ デ。

にぷ い橙色

普通

長石 ・石英 ・赤色粒子

橙色

普通

長石 e黒 色粒 子

灰黄褐色

普通

表 土

P L 5

P 42　　　　　　　　 80 ％

19 土　 師　 器 B　　 2．6

B （3．5j

大径 を持つ。 表土

P L 5

P 45　　　　　　　　 5 ％

表 土

P L 5

20

平　　　 瓶

須　 恵　 器

体 部片。 体部上 位か ら内攣 す る。 内 ・外 面 ロク ロナデ。

26　－－－－－－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第19図 聾 A 〔20．0〕 頚部から口縁部にかけての破片。頸 内 ・外面ロクロナデ。端部及び頚部 雲母・砂粒・赤色粒子 P 43　　　　　　　　 5 ％

21 須　 恵　 器 B （6．1） 部から外反 しながら日縁部にいた 外面に櫛描波状文。頚部の櫛歯数は 灰黄褐色 表採

る。端部に段 を持つ。 4 本 1 単位ニ 普通 P L 5

22

小　　　 皿 A 〔8．9〕 平底。体部は，内攣気味に立ち上が 内 ・外面ロクロナデ。底部回転糸切 石英・雲母・赤色粒子 P 46　　　　　　　　 45％

土師質土器 B　　2．3

C 〔4．0〕

る。 り。 浅黄褐色

普通

表土

P L 5

23

香　　　 炉 B （3．9） 底部から体部にかけての破片。器壁 内 ・外面ロクロナデ。底部回転へラ 雲母 ・砂粒 P 44　　　　　　　　 5 ％

瓦 質 土 器 C 〔13．0〕 は厚い。体部は，外傾しながら立ち 切 り。 にぷい黄橙色 表土

上がる。 普通 P L 5

24

婆 A 〔26．4〕 休部か ら＝縁部にかけての破片。＞体 内 ・外面ナデ。 石英 ・砂粒 P lO　　　　　　　　 5 ％

土師質土器 B （3．9） 部は内攣気味に立ち上がる。口縁部 にぷい黄褐色 表採

ほ平らである。 良好 P L 4

25

染　 付　 碗 A 〔12．3〕 体部は，緩やかに内攣しながら口縁 見込みに蛇の目粕剥ぎ，離れ砂付着。 長石 P 6　　　　　　　　 5 ％

磁　　　 器 B　　4．1

D 〔4．8〕

E　　O．6

部にいたる。 染付け半透明粕。 灰白色

良好

表土

P L 5　　　　　 肥前系

26

小　　　 鉢 A 〔10．8〕 平底。休部は，筒形を皇 し口縁部に 透明粕。底部回転糸切 り。 長石 ・雲母 P 5　　　　　　　　 35％

陶　　　 器 B　　5．0

C 〔10．0〕

至る。 暗赤褐色

普通

表土

P L 4

図版番号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cIn） 重 量 （g ）

第19図37 砥　　　 石 （ 4．2） 2．9 1．9 （43．0） 凝灰岩 表採 Q 3　　　　 P L 7

38 敲　　　 石 （ 7．6） （ 3．9） （ 3．3） （180．1） 砂岩 Q 4　　　　 P L 7

39 磨　　　 石 10．7 2．9 2．6 （336．7） 砂岩 表採 Q 5　　　　 P L 7

図版番 号 種　　 別

計　　　　　　 測　　　　　　 値
出　　　 土　　　 地　　　 点 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 19 図 40 不 明鉄 製品 10．5 7．5 0．5 111．3 表採 M I　　　　 P L 7

41 不 明鉄 製品 9．4 1．2 1．0 39．6 表採 M 2　　　　　 P L 7

42 不 明鉄製 品 （ 3．8） （ 3．1） 0．3 （ 9．0 ） 表採 M 3　　　　　 P L 7

第3節　まとめ

今回の調査で検出された遺構は，古墳周溝1基，塚1基，堀2条及び士坑2基である。古墳は6世紀中葉頃，

塚及び堀は中世の遺構と考えられる。ここでは，遺構とそれに伴って出土した遺物について概要を述べ，まと

めとしたい。

古墳時代

昭和6巨62年度の長峰遺跡の調査で円墳30基（円墳と考えられる1基を含む），方墳2基，前方後円墳4基

の36基の古墳が調査された。これらの古墳は，6世紀前半頃から土師器や形象埴輪を伴う円墳・前方後円墳が

造られ，その後順次7世紀初頭にかけて構築されたと考えられる。このうち6基の古墳から円筒埴輪，朝顔形

円筒埴輪が出土している。円筒埴輪は突帯数が3本で，突帯は台形状の断面形をしており，稜線が不明確なも

のが多い。透孔は下から1本目と2本目の突帯間（2段目）に1対あるものと，下から2本目と3本目の突帯

間（3段目）に1対あるもの，2e3段にそれぞれ1対ずつあるものに分けられる。朝顔形円筒埴輪は，上部

－　27　…



にくびれを持ち，基部に比べ口径が著しく大きく，突帯は三本で，2e3段目にそれぞれ1対の透孔がある。

長峰遺跡出土の埴輪には，このような共通点が見られる。このことから，同一集団の工人によって埴輪の製作

が行われたと考えられる。

今回の調査で，周溝から出土した円筒埴輪，朝顔形埴輪は，全体を復元できた埴輪がないため正確な形態は

不明であるが，突帯及び透孔の位置から考えると，突帯が3本，断面形状は突出の低い台形で幅1cm以上あり，

長峰遺跡出土の埴輪と特徴が似ている。また，出土した埴輪片の中には須恵質埴輪も含まれていた。第37号境

の周溝から出土した埴輪は，透孔は円形で，突帯は幅1cm以上の太身タイプで断面形状は突出の低い台形であ
√1、l

り，6世紀中葉頃の特徴を有した埴輪であると考えられる。

中世

中世の遺構は，長峰城の一部と考えられる。長峰城は「諸岡武男家文書」や「東国闘戦私記」等において，土岐

原氏家臣の長峯（峰）民部の名が散見される。土岐原氏は，16世紀半ばまで信太荘，東条荘，河内郡の南部

（龍ヶ崎e馴馬一帯）を支配下に置いたが，天正18年（1590）の小田原の陣で北条氏側につき，北条氏の滅亡

により，豊臣秀吉に所領は没収された。土岐原氏の所領の大半は芦名義広に与えられ，江戸崎城を本城，龍ヶ

崎城を支城とした。その過程で長峰城を含む中小城郭は破棄されたと考えられている。

長峰城跡は，標高約27mの台地東端部に位置しており，南が低地で東から北にかけて幅500m前後の広い谷

が巡っている。前回の長峰遺跡の調査において，長峰城の一部と考えられる塚2基，堀7条，溝1条が検出さ

れ，長峰城は従来考えられているより西に外郭を設け，城の防備体制を充実させていたと考えられる。堀はい

ずれも舌状台地を掘り切って構築されていると考えられる。塚は櫓台として物見に利用されたと考えられる。

今回の調査は，前回の調査が行われた場所の東側に位置しており長峰城跡に隣接している。検出された中世

の遺構は，塚1基，掘2条であり，遺物は，土師質土器（小皿，内耳鍋等）が出土している。第3号塚は，台

地南縁辺部にあり，南部に広がる低地を一望できる位置に構築されており，櫓台として物見に使われたと考え

られる。第37号堀は，塚の北側を東西に掘られており，堀の底部には2か所に段差が造られている。第42号堀

は第37号堀から北側に分かれている。堀は調査区域外に延びているので正確な形状は不明であるが，台地を掘

り切り郭を構成している可能性が考えられる。いずれの遺構も，長峰城の城域の一部を構成する外郭ではない

かと考えられる。

註

（1）塩谷　修「霞ケ浦沿岸の埴輪－5e6世紀の埴輪生産と埴輪祭祀－」

『霞ケ浦の首長一古墳にみる水辺の権力者たち－』霞ヶ浦町郷土資料館1997年8月
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e龍ヶ崎市史編さん委員会『龍ヶ崎市史　中世編』1998年3月

e龍ヶ崎市史編さん委員会『龍ヶ崎市史　中世資料編　別冊』1994年3月

・茨城県教育財団「竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書19」『茨城県教育財団調査報告』第58集1990年3月
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第4草　屋伐迅遺跡

第1節　遺跡の概要

屋代B遺跡は，龍ヶ崎市の北部，標高23～24mの稲敷台地上の南端部に位置する。屋代B遺跡の調査は，昭

和58年度から昭和61年度にかけて行われ，弥生時代から中世にかけての遺構及び遺物が確認されている。今回

は，前回までの調査区の南東部に位置し，未調査部分であった第3。4号土塁について調査を行った。本跡の

現況は竹林で，調査面積は397前である。当跡の北東側には屋代A遺跡が調査区を接している。

今回の発掘調査によって，土塁2基，堀2条，士坑1基及びピット群1か所が検出された。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に1箱出土した。遺物は，土師質土器，陶器，五輪塔等が出土

している。

第2節　遺構と遺物

1　土塁

前回の調査で本跡の東側部の調査が行われ，土塁が構築され後に改修を行っていることが確認された。今回

は，前回に未調査であった部分の調査である。本跡の調査は，構築状況を確認するため土塁を縦断する南北方

向の第1～3　e　5号トレンチと，横断する東西方向の第4号トレンチを設定して掘り下げた。

第3　34号土塁（第20′）22区）

位置　H5hO～I6b5区にかけて確認した。本跡は屋代城主郭の南東部に位置しており，東側及び南側に前回

の調査で検出された第8号堀があり，北側に第23。24号堀がある。

平面形「L」字状である。

規模及び方向　土塁の南東部が造成工事により削平されている。確認できる土塁の規模は，南東から北西（N－

720－W）に25．3m延び，そこから直角に曲がり北東（N－340－E）に18つm延びる。土塁の基底部幅は5．2

～14．0m，頂上部幅2．0～5．5m，頂上部標高24．8～25．4m，土塁の頂上部と第8号堀との比高は2．2－2．5m

である。斜度は土塁南側（城外）は40～55度，北側（城内）は55－85度である。

構築状況　各トレンチにおいて盛土の状況をみると，旧地形を基底部としている。基底部は自然地形を利用し，

堀を掘削する際，土塁部分を削り残して見掛け状の土塁としている。その上にロームブロックやローム粒子を

含む褐色土，暗褐色士及び黒色土を交互に盛土している。これらの土は自然堆積の土層と状況が逆転している

ことから，土塁の周囲に掘られた堀からでた土を利用したものと考えられる。

遺物　土師質土器片55点，陶器片15点，石製品1点が出土している。第23図1の土師質の小皿，4の灯明受皿，

5　e　6の措鉢，7・10の内耳鍋は，第5トレンチの盛土中から出土している。2の小皿は，第2トレンチ盛土

下層から出土している。3の皿は，第3トレンチの盛土中から出土している。8・11の内耳鍋は，土塁西部の

頂上部表土から，9の内耳鍋は，第3トレンチの盛土下層から出土している。12の陶器の片口鉢，15e第24図

14の常滑系陶器の嚢は，第5トレンチの盛土中から出土している。13の常滑系陶器の嚢は，第2トレンチの盛

土下層から出土している。16の五輪塔（地輪）は，第3号トレンチ盛土下層から出土している。
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所見　第4号土塁が構築された後，城の拡張e整備に伴い城の防御強化のため第3号土塁が第4号土塁を基部

として構築されている。また，土塁上からピットが検出され，建物・柵列等が構築されていた可能性が考えら

れる。土塁は信仰の塚として近年まで使われ，頂上部に詞が祭られていた。

第1号トレンチ（」！」1）（第200㌢図）

第1号トレンチは，調査区東側に設定した。トレンチは，幅2m，長さ12．3m，深さ3．0mで，土層は21層

からなる。1層は表土層である。4層は当時の地表面で土塁の基底部にあたる。3層は土塁を構築する際に最

初に積み上げられた部分であり，締まった層になっている。5－21層は堀の覆土である。2e　5－10層は第23

号堀の覆土で，褐色土と暗褐色土はロームブロック及びローム粒子を含み不自然な堆積をしており人為堆積と

考えられる。8el1－20層は第24号堀の覆土で，ロームブロック及びローム粒子を含みブロック状の堆積をし

ていることから人為堆積と考えられる。堆積状況から，第23号堀が埋められた後に第24号堀が埋め戻されてい

ることが確認できた。2・3　e　5　e　6　e21層は第8号堀の覆土で，褐色土と暗褐色土はロームブロック及びロ

ーム粒子を含み，堆積状況が不自然なため人為堆積と考えられる。

第1号トレンチ土層解説（A－A－）
1　暗　褐　色　ローム粒子少量（表土）
2　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック中量，

ローム中ブロック少量，炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム

小ブロック微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
6　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・

粘土粒子微量
7　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
8　にぷい黄褐色　粘土ブロック多量
9　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・

ローム中ブロック微量
10　褐　　　　色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子中量，

ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

11褐　　　　色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム中ブロック少量
12　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・粘土粒子少量
13　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子

少量，ローム中ブロック微量
14　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・粘土

中・小ブロック中量
15　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化

粒子微量
16　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
17　褐　　　　色　ローム粒子・粘土粒子中量
18　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土小ブ

ロック少量
19　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
20　褐　　　　色　ローム粒子中量
21暗　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック微量

第2号トレンチ（T2）（第2の02描く！）

第2号トレンチは，第1号トレンチの西側に2mの間隔を置いて設定した。トレンチは，幅2m，長さ13．3

m，深さ工94mで，土層は26層からなる。16層は表土層である。13層は旧地表面で土塁の基底部にあたる。

12・14e15層は土塁の盛土で，ロームブロック及びローム粒子を含み突き固めたように締まっている。1－7

層は第24号堀の覆土で，ローム粒子を含みブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。17～26層は第8

号堀の覆土である。24e25層はロームブロック及びローム粒子を含み，固く締まっている状況から構築時の底

面と考えられる。17－23層はロームブロックを含んでおり，褐色土と暗褐色士の不自然に堆積していることか

ら人為堆積と考えられる。

第2号トレンチ土層解説（B一一B－）

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中プロ

褐
褐
褐
褐

4
　
5
　
6
　
7

褐
暗
暗
褐
暗
暗
黒

8

9

1

0

日

1

2

1

3

1

4

色
色
色
色
　
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
　
褐
褐
褐

ック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ロ

ーム中ブロック微量

ローム粒子中量（ソフトローム層）

炭化物・ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

15　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
16　暗褐色　ローム小ブロック少量（表土）
17　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子

18　褐　　色

19　黒褐色
20　暗褐色
21暗褐色
22　暗褐色
23　褐　　色

ローム大・中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック少量

24　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子・ロ

ーム大ブロック微量

焼土粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　25　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・ロ

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　－ム中ブロック微量

ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微量　　　26　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
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第20図　調査区域全体図
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第3号トレンチ（こ13）（第2の022圃）

第3号トレンチは，第2号トレンチの西側に2mの間隔を置いて設定した。トレンチは，幅2m，長さ13．6

m，深さ2・15mで，土層は24層からなる。1層は表土層である。6層はソフトローム層であり，4層が旧地表

面で土塁の基底部となる。2・3層は土塁の盛土である。21－24層は第24号堀の覆土で，含有物及び堆積状況

から人為堆積と考えられる。9elO・12～19層は第8号堀の覆土である。19層はローム粒子を含み固く締まっ

ている状況から，堀の構築時の底面と考えられる。9elOe12～18層はロームブロック及びローム粒子を含ん

でおり，褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

第3号トレンチ土層解説（C－Cl）

1　暗褐色　ローム小ブロック少量（表土）

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロ
ック微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム大・小ブロック微量

6　褐　　色　ローム粒子中量（ソフトローム層）

7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒
子・ローム中ブロック微量

8　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロ

ック少量

9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
大・中ブロック少量

10　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒

子・ローム大・中ブロック少量

11暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム中ブロック微量

12　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中・小ブロック少量，
炭化粒子微量

13　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム
粒子少量

14　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒
子・ローム中ブロック微量

15　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

16　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

17　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック微量

18　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中
ブロック微量

19　明褐色　ローム粒子中量

20　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

21暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロ

ック微量

22　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ
ック少量

23　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量

24　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ロ
ーム中ブロック微量

語針貫目、レンチ（宜／し）（第20022周）

第4号トレンチは，第3e5号トレンチと直角に東西に設定した。トレンチは，幅2m，長さ13．9m，深さ

1036mで，土層は14層からなる。1層は表土層である。10ell層は旧地表面の表土で土塁の基底部となる。土

塁の盛土は褐色土と暗褐色土を交互に積み上げている。土層断面から，4・9層と3e14層を境に西側2・

4e5～9層と，東側3・12～14層の構築状況の違いが見られる。前回の調査成果から考察すると，西側の第

4号土塁が構築され，後に東側の第3号土塁が構築されたと考えられる。

第4号トレンチ土層解説（D－D■）

1　暗　褐　色　ローム小ブロック少量（表土）
2　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒

子・ローム中ブロック微量

3　褐　　色　炭化物・ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，
炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

4　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物・炭
化粒子・ローム中ブロック少量，ローム大ブロッ
ク微量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量

6　褐　　　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，焼土粒
子・ローム中ブロック少量

7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・
ローム大・中ブロック微量

8　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中・
小ブロック・ローム粒子微量

9　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

11暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
12　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量

13　褐　　　色　ローム粒子微量
14　暗　褐　色　ローム粒子少量

第5号トレンチ（Tb）（第28022区）

第5号トレンチは，第3号トレンチの西側に4mの間隔を置いて設定した。トレンチは，幅2m，長さ12m，

深さ2mで，土層は26層からなる。14層は旧地表面で土塁の基底部にあたる。土塁の盛土は，褐色土と暗褐色

及び黒褐色土を交互に積み上げている。士層断面から5弓2層と10e13層を境に南側の2～9。11e12層が第

4号土塁で，北側の10弓1・13，22～25層が第3号土塁の盛土と考えられる。南側の2弓5～22層は第8号堀

の覆土で，ロームブロック及びローム粒子を含んだ褐色土と暗褐色土が交互にブロック状に堆積していること

から，人為堆積と考えられる。
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第21図　第1◎2号トレンチ実測図
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第22図　第3～5号トレンチ実測図



第5号トレンチ土層解説（E－E－）

1　暗　褐　色　ローム小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・

ローム中ブロック微量
ロ
　
ロ

色
色
褐
褐

立
冒
立
冒

日
　
　
日

3

　

4

ーム小ブロック中量，炭化粒子微量

－ム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，

炭化粒子微量
5　褐　　　色　炭化物・ローム中・小ブロック・ローム粒子中

量，炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
6　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・

ローム中ブロック微量

7　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量
8　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック少量，焼士粒子・炭化粒子微量

10　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小
ブロック微量

11にぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・
ローム大・中ブロック少量，粘土粒子微量

12　暗　褐　色　ローム粒子少量

第3。4号土塁出土遺物観察表

13　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
14　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒

15　暗　褐　色
16　褐　　　色

17　黒　褐　色

18　暗　褐　色
19　暗　褐　色
20　暗　褐　色

21暗　褐　色
22　暗　褐　色
23　褐　　　色

子微量

炭化粒子・ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

ローム大・小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒

子少量

焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

炭化粒子・ローム小ブロック微量

ローム粒子少量

炭化物・ローム中・小ブロック少量，ローム大ブ

ロック微量

ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック

少量，焼土粒子微量
24　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

25　褐　　　色　粘土小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ロー
ム粒子微量

26　褐　　　色　ローム粒子中量

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第23図 小　　　 皿 B （1．7） 休部片。底部はやや突出した平底。 体部内 ・外面ロクロナデ。 長石・雲母・赤色粒子 P l　　　　　　　　 15％

1 土師質土器 、C 〔6．6〕 体部は外傾 しなが ら立ち上がる。 浅黄褐色

普通

第 5 トレンチ覆土中

P L lO

2

小　　　 皿 A 〔8．0〕 丸底　 体部は内攣気味 に立ち上が 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石 ・石英 ・雲母 P 2　　　　　　　　 25％

土師質土器 B （1．9） り，＝縁部にいたる。 面ナデ。） 明赤褐色

普通

第 2 トレンチ覆土下層

P L lO

3

皿 A　 ll．6 丸底。体部は内攣気味に立ち上が 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石・雲母・白色粒子 P 4　　　　　　　　 6 0％

土師質土器 B　　 3．1 り，口縁部にいたる。 面ナデ。 橙色

普通

第 3 トレンチ覆土中

P L lO

4

灯 明 受 皿 A 〔9．0〕 底部はやや突出した平底。休部は外 日縁部及び体部内 ・外面ロクロナ 長石・雲母・赤色粒子 P 3　　　　　　　　 30％

土師質土器 B　　 2．3

C 〔4．8〕

傾 しながら口縁部にいたる。 デ。 橙色

普通

第 5 トレンチ覆土中

P L lO　端部に煤付着

5

捨　　　 鉢 A 〔24．0〕 体部上位から口縁部にかけての破 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石 ・雲母 ・砂粒 P 5　　　　　　　　　 5 ％

土師質土器 B （6．2） 片。体部は外傾する。H 縁部内面に 面ナデ。 にぷい赤褐色 第 5 トレンチ覆土中

稜を持つ。 普通 P L lO

6

捨　　　 鉢 A 〔29．8〕 体部上位から口縁部にかけての破 日縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石 ・石英 ・雲母 P 6　　　　　　　　　 5 ％

土師質土器 B （6．5） 片。体部は外傾する。口縁部内面に 面ナデ。 明赤褐色 第 5 トレンチ覆土中

稜を持つ。 普通 P L lO

7

内　 耳　 鍋 A 〔31．6〕 日縁部片。内耳 1 か所現存。日縁端 体部内 ・外面ナデ。二）耳は日縁部と体 石英 ・雲母 ・砂粒 P 7　　　　　　　　　 5 ％

土師質土器 B （5．0） 部は平坦である。 部の境から貼 り付け。 にぷい橙色

普通

第 5 トレンチ覆土中

P L lO

8

内　 耳　 鍋 A 〔38．0〕 口縁部片。内耳 1か所現存。休部は， 体部内 ・外面ナデ。耳は口縁部と体 石英・雲母・赤色粒子 P 8　　　　　　　　　 5％

土師質土器 B （7．0） 外傾 しなが ら立ち上がる。 部の境から貼 り付け。 暗褐色

普通

土塁西部頂上表土

P L lO

9

内　 耳　 鏑 A 〔31．4〕 体部上位か ら口縁部 にかけての破 体部内 ・外面ナデ。耳は目線部と体 長石 ・雲母 ・砂粒 P 9　　　　　　　　　 5％

土師質土器 B （6．9） 片。内耳 1 か所現存。体部は，外傾 部の境から貼 り付け。 橙色 第 3 トレンチ覆土下層

しながら口縁部にいたる。 普通 P L lO

10

内　 耳　 鍋 A 〔37．0〕 体部上位か ら口縁部 にかけての破 体部内 ・外面ナデ。耳は日縁部 と体 長石 ・雲母 ・砂粒 P lO　　　　　　　　 lO％

土師質土器 B （6．8） 片。内耳 2 か所現存。体部は，外傾 部の境から貼 り付け。 明赤褐色 第 5 トレンチ覆土中

しなが ら口縁部にいたる。 普通 P L lO

11

内　 耳　 鍋 A 〔3 1．4〕 体部は，外傾 しながら口縁部にいた 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石 ・雲母 ・砂粒 P l1　　　　　　　　 20％

土師質土器 B　 18．8

C 〔15．2〕

る。 面ナデ。 明赤褐色

普通

土塁西部頂上表土

P L lO

12

片　 口　 鉢 A 〔26．0〕 休部上位から口縁部にかけての破 日縁部内 ・外面丁寧な横ナデ。体部 長石 ・石英 P 15　　　　　　　　 5 ％

陶　　　 器 B （4．0） 片。体部から外傾しながら口縁部に 内 ・外面ナデ。 橙色 第 5 トレンチ覆土中

いたる。 普通 P L lO

第24回 聾 A 〔26．0〕 休部上位から口縁部にかけての破 口縁部内 ・外面横ナデ。〕体部内 ・外 石英 ・砂粒 P 12　　　　　　　　　 5 ％

13 陶　　　 器 B （8．0） 片。口縁部は幅の広い粘土帯が巡 り， 面ナデ。 にぷい赤褐色 第 2 トレンチ覆土下層

端部外側に段を持つ。 普通 P L lO　　　　　 常滑系
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　　　　 考

第24図 蛮 A 〔30．2〕口緑部片。口縁部は幅の広い粘土帯 日縁部内・外面丁寧な横ナデ。 長石・砂粒 P 13　　　　　　　　 5％

14 陶　　　 器 B （5．7）が巡り，端部外側に段を持つ。 赤褐色

普通

第5 トレンチ覆土中

P L lO　　　　　 常滑系

第23図 璽 B （4．6）底部から体部下半にかけての破片。 体部内面ナデ，外面へラ削り。 石英・砂粒 P 14　　　　　　　　 5％

15 陶　　　 器 C 〔13，釦 休部は，外傾しながら立ち上がる。 にぷい橙色

普通

第5 トレンチ覆土中

P L lO　　　　　 常滑系

図版番号 種　　　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 出　土　地　点 備　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第24図16 五輪塔（地輪） 18，1 （17．8） 7．9 （3536） 花崗岩 第3 トレンチ覆土下層 Q I　　　 P L lO

2　堀

今回の調査で，土塁の南側に堀1条（前回調査で検出された第8号堀）と土塁の北側に第23・24号堀が検出さ

れた。以下，今回の調査で検出された堀について記載する。

第23号堀（第20・21匡D

位置　調査区東部，H6j4～I6a5区。

重複関係　本跡は，第24号堀に掘り込まれている。

規模と形状　堀の南東部が調査区城外に延びるため，正確な規模は不明である。南東から北西（N－300－W）

に延びる。堀の上幅は（3．8）m，下幅0．5～0．6m，堀底部から確認面までの比高は2．68mである。

壁面　南壁は65～80度，北壁は50－60度の角度で立ち上がる。壁は締まりのあるロームで，壁下半は粘土である。

底面　平坦である。

覆土　第1号トレンチの土層観察では，ブロック状の堆積状況をしており，本跡は人為的に埋め戻されたと考

えられる。
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遺物　出士していない、：、

所見　本跡はタ　第8号堀に囲まれた郭の中にあり，防禦を強化するために構築されたと考えられる。

第24号堀（舞男トノ22図026宵）

位置　調査区東部，H6a4～H6j5区。

重複関係　本跡が，第23号堀を掘り込んでいる。

規模と形状　堀の両端が調査区域外に延びるため，正確な規模は不明である。南東から北西（N－350－W）

に（5。2）m延びる。堀底部から確認商までの比高は2．84mである。堀の上幅及び下幅は北壁が調査区外のた
者

め不明である。

壁面　南壁は75～80度の角度で立ち上がる。北壁は調査区外のため確認できなかった。壁は締まりのあるロー

ムで．壁下半は粘士である、－、

底面　平坦である。

覆土　第1～3号トレンチの士層観察では，ブロック状の堆積をしており，本跡は人為的に埋め戻されたと考

えられる。

遺物　出土していない。

所凰　本跡は，第23号堀の埋め戻しに伴い，北側に新たに構築されている。防禦強化のため整備。構築された

と考えられる。

3　土坑

当遺跡の土塁中央部の頂上付近から，士坑1基が検出された。以下，士坑について記載した。

第729ワ号二情・（。（第26函）

位置　調査区中央部，H6j3区。

規模と平面形　長径1．38m，短径0．65mの不整楕円形で，深さ

33cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆丑　2層からなる。堆積状況から自然堆積と考えられる。

色
色

説解
褐
褐

層土

1

2

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

遺物　出土していない。

所見　第3号土塁上に構築されていることから，中世以降の土

坑と考えられるが，出土遺物がなく詳細は不明である。

一二二二一

⊥24．2m

0　　　　1円1

ヒ二二』＝二二』

第25図　第1292号土坑実測図

4　ピット群

当遺跡からは，ピット群1か所を検出した。建物跡等の可能性が考えられるが対応関係が把握できないので，

ここではピット群として扱う。
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荒］三号了、ソト洋つデ工頭）

位置　調査区酋乳　H5油～H机区。

規模　南北五m　東西描．mの範囲に7か所（Pl～P7）のピットを検出した。ピットの平面は径14－55

C汀1の円形あるいは楕円形で，深さは21～87cmである。

覆土　土層断面の採図は行わなかったが，覆土は褐色でロームブロックやローム粒子が含まれており，人為堆

積と考えられる、、

遺物　出工していない．、＿．

荷風　ピットは第384号土塁上から検出されており学士塁上に柱や柵列が構築されていた可能性が考えられ

るが．遣物は出土しておらず．時期は不明である、、

5　遺構外出土遺物

当遺跡からほ，表土除去，遺構確認の過程で遺構に伴わない弥生時代，中世から近世までの遺物が出土して

いる。以下，これらの出土遺物について実測図及び一覧表で掲載する。

弥生土器

トレンチの覆土から弥生土器片が数片出土した。第27図2の弥生土器片は付加条一種（付加2条）の縄文が

施文されており，後期の士器に比定きれる，、．、、

遺構外出士遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第27図 捨　　　 鉢 A 〔18．0〕 口縁部片。休部から目線部にかけ外 ロクロ整形。体部内 0外面鉄瓶。 石英 ・雲母 P 16　　　　　　　 10％

1 陶　　　 器 B （5．7） 傾する。日縁部外面下端に沈線を持 にぷい黄褐色 第5 トレンチ表土

つ。 普通 P L lO

図版番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第27図 3 石　　　 臼 （12．3） （ 9．1） 10．0 （833．0） 安山岩 第3 トレンチ表土 Q 2　　　　 P L lO

4 石　　　 臼 「絡 5） （12．8） 8．8 （1644．0） 砂岩 表土 Q 3　　　　 P L lO

5 有　　　 白 （19．5） 白 ．9） 7．6 （4030．0） 安山岩 第3 トレンチ表土 Q 4　　　　 P L lO

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第27図 6 楔 8．1 2．5 0．5 58 第 2 トレンチ表土 M l

図　 版　 番　 号 銭　　　　　　　　 種 初　　　 鋳　　　 年 出　　　 土　　　 地　　　 点 備　　　　　　　 考

第27図 7 寛　 永　 通　宝 1736 第 3 トレンチ表土 M 2

8 寛　 永　通　 宝 1736 第 5 トレンチ表土 M 3
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第3節　まとめ

今回の調査で検出された遺構は，土塁2基，堀2条，土坑1基，ピット群1か所である。これらの遺構の中

で，土塁及び堀は屋代城に伴う中世の遺構であると考えられる。以下，屋代城との関連が考えられる本跡につ

いての概要を述べ，まとめとする。

12－13世紀の東条荘（竜ヶ崎地方）は，北条氏一門の『得宗領』として，その支配下に入り，屋代台地上に

館を築造しその支配を確立していった。元弘3年（1333）鎌倉幕府の倒壊とともに，東条荘の支配は建武政権

（南朝方）に変わった。その後，南北朝の動乱の中で東条荘は南朝方の中心として，北朝との戦いが行われた

が，暦応4年（興国2年1341）北朝方に敗れ，足利氏の勢力下に入った。館も廃棄されたと考えられる。その

後，足利氏の奉公衆であった屋代氏が14世紀中頃から15世紀初頭に館跡に屋代城を築城したと考えられ，その

後15世紀半ばの結城合戦や16世紀初頭の小田・土岐原氏の対立・抗争にあわせて拡張e整備e改築が行われた

と思われる。天正18年（1590）豊臣秀吉の小田原攻撃で，北条氏の敗北に伴い後北条氏の配下であった江戸

崎・牛久e龍ヶ崎は豊臣秀吉に掌握され言射叉所領は豊臣大名の領地として分割された。その際，屋代城は廃

城となったと考えられる。

城館跡は，北西から南東に延びる幅300mほどの台地上に位置し，北側は谷軋　南側は低軋　東側には細い

谷が入り込んでいる。Iの郭は，土塁と堀に囲まれた1辺50mから80mの方形の郭であり，Ⅱの郭は，台地東

側の傾斜部に位置し，土塁に囲まれた1辺50mから70mの方形の郭であることが表面観察によりとらえられた。

昭和54－58年度に屋代A遺臥　昭和58－61年度に屋代B遺跡の調査が行われ，これらの調査により，屋代城は

3期にわたり造営・改修が行われ，方形の館跡から「回字型」の城郭に発展したことが確認できた。

今回は，屋代城南東部（Ⅱの郭）に位置する未調査の土塁の調査を行った。調査により，土塁2基，堀（Ⅱ

の部内）2条が検出された。これらは屋代城第Ⅱ期の「回字型」の城郭が造られた時期から第Ⅲ期の城郭がさら

に発展した時期の遺構であると考えられる。土塁は，先ず第4号土塁（第Ⅱ期）が構築され，その後の拡張e

整備に伴い第4号土塁を基部として，第3号土塁（第Ⅲ期）が構築されている。土塁の土層断面から第4号土

塁は，構築の際見かけ上の土塁を削り残し，盛土をして構築されており，「削り出し」と「敲き」が複合して使

われている。第3号土塁は，第4号土塁を基部としその上や周りに盛土をして構築されており，「敲き」が使わ

れている。土塁の西部は八畳ほどの平場があり，この付近から土坑やピットが検出されており，櫓台として使

われた可能性も考えられる。さらに，土塁北側（Ⅱの郭内部）に堀2条（第23・24号堀）が検出された。いず

れの堀も調査区域外に延びるため正確な規模は不明であるが，土塁北側に並行して構築されており，防御を強

化するために使われたと考えられる。重複関係は，第23号堀が埋め戻された後に，第24号が新たに構築されて

おり，城郭や土塁の造営。改修に伴い，堀も改修されたと考えられる。

参考文献

・小野　義宣「城館跡等にみられる土塁の覚書」『研究紀要』第14号　埼玉県立歴史資料館1992年3月

・茨城県教育財団「竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書17」『茨城県教育財団調査報告』第45集1988年3月

・龍ヶ崎市史編さん委員会『龍ヶ崎市史　中世編』1988年3月

・龍ヶ崎市史編さん委員会『龍ヶ崎市史　中世資料編　別冊』1994年3月

・龍ヶ崎市教育委員会『龍ヶ崎市史　別冊Ⅱ一龍ヶ崎の中世城郭－』1987年3月
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第28図　屋代城館跡全体図 縦横の線は大調査区を示す。（凡例参照）
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